保健体育科指導案
令和　年度　月　日（　）第　校時　グラウンド
第１学年　・　組　男子　　名　計　　名
　　授業者　　　　　　　中学校　教諭　　　　　　
１　単元名　　「陸上競技」　（ハードル走）
２　運動の特性
（１）一般的特性
陸上競技は、走る、跳ぶ、投げる、の運動で構成され競技に合わせて自分の体を操作することが求められているスポーツである。自己の記録向上や相手との競争で勝敗を味わい、楽しめるスポーツである。また、競技者の年齢や体力に応じて目標を設定し目標達成を楽しめ、生涯を通じて長く楽しめるスポーツである。
（２）生徒から見た特性
	ハードル走の楽しさや喜びを感じる要因
	ハードル走を遠ざける要因

	・仲間と競争したとき。
・練習している内容ができたとき。
・記録が更新したとき。
	・ハードルに当たって転倒したとき。
・上手にインターバルを走れなかったとき
・記録が向上しないとき。


３　生徒の実態
【アンケート結果から】
１、体育の授業は好きですか？　２、ハードル走は好きですか？　　　３、ハードル走の授業で何を
身に付けたいですか？






スタートダッシュ       　【  48人】
ハードルを越える動作   【  57人】
インターバルの走り      【　56人】
その他　　　　　　        【　12人】

好き　　　　　　　　        　【  7人】
どちらかというと好き　      【 15人】
どちらかというと嫌い　      【　25人】
嫌い　　　　　　　　　        【　12人】

好き　　　　　　　　        　【 40人】
どちらかというと好き　      【 10人】
どちらかというと嫌い　      【　5人】
嫌い　　　　　　　　　        【　3人】





本校では、全体的に体育授業の前になると「今日は体育があるぞ！」と体育に前向きな生徒が多い。前の時間の授業が終了すると授業場所に早く集合し、準備などをする生徒が多い。そのため、チャイムで始まり、チャイムで終了する授業が行えている。アンケートでも、「体育の授業は好きですか？」というアンケートには、「好き」「どちらかというと好き」と回答した生徒が全体の約80％回答した結果になった。しかし、「ハードル走は好きですか？」という質問に対しては、約60％の生徒が苦手意識を持っていた。理由として「当たったら痛い」「上手に越えることができない」などが挙がった。授業の中で、様々な課題を提示し、個々の能力に合わせながら課題解決につなげていければと考えている。



（１）技能
小学校でハードル走を学習しているが、ハードル走に対する経験が少なく、基本的な技能が定着していない生徒が多い。走る動作に関しては、競争を楽しんだり、自己の記録の更新を楽しむ生徒が多い。
（２）態度
　　　素直で明るい生徒が多く積極的に授業に取り組むことができる。体育を含め各教科の授業への取り組みの興味・関心は高い。本クラスは、陸上部所属の生徒は少ないが運動を得意としている生徒が多い。授業では、授業中でのルールを守りながら安全に注意して行動したり、友達と協力して自分の役割の道具を準備したり、友達の良い動きをほめ、認め合う場面もみられる。
（３）知識、思考・判断
　　　陸上競技をTVなどで観たことある生徒は多い。新体力テストの５０ｍ走でクラウチングスタート等の、専門的な動きに移行し始めたが、まだなじみがない。ペア学習では互いに、意見を意欲的に交換し合える生徒が多い。しかし、具体的な用語を使って意見交換に発展しない場面もある。
４　教師の指導観
（１）技　能
　　　ハードル走の技術を、【共通課題】と【ジャンプ課題】の場面ごとで区切って技術の習得に取り組む。（【共通課題】例…インターバル間で決まった歩数で走ることと【ジャンプ課題】例…振り上げ脚の膝を伸ばして走り越す）学習を進めることで「今日はここができるようになった」と自分の成長を感じることのできるようにしたい。
（２）態　度
素直で明るい生徒が多く積極的に授業に取り組むことができる生徒が多い実態を踏まえ、ペアでの学習で基本練習や課題練習に取り組ませる。その際に、抽象的な声掛けだけではなく、個人の課題を意識させた具体的な声掛けができるようにし、単元を通して約束事を守ることや、場の工夫・掲示物の工夫をし、協力して安全に取り組んだり課題解決をできるように学習を進めたい。また、運動が苦手な生徒も在籍するため、個々の課題を克服できるような練習方法や場面を設定する。
（３）知識、思考・判断
　　　個々の技術の習得、課題克服に対して、基本練習や課題練習に取り組みながら動きのポイントを理解したうえで具体的なアドバイスを互いにできるように場面を設定する。また、自己の課題克服に適した練習方法を選び、陸上競技の特性である「記録の向上」、「競争の楽しさや喜び」を存分に味合わせる。また、本時の良かった点と改善点を振り返り、次はどうしたら良いか学習カードに記入させて活用していく。
５　単元の目標
（１）　陸上競技に積極的に取り組むとともに、勝敗などを認め、ルールやマナーを守ろうとするこ
と、分担した役割を果たそうとすることなどや一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや健康・安全に気を配ることができるようにする。　　　　〈関心・意欲・態度〉
（２）動きなどの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて、運動の取り組み方を工夫するとともに
自己の考えたことを他者に伝えることができるようにする。　　　　　　　　　　〈思考・判断〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（３）ハードル走では、リズミカルな走りから滑らかにハードルを越すことができるようにする。
〈技能〉
（４）陸上競技の、特性や成り立ち、技術の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力などを理解
できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈知識・理解〉


６　単元の評価規準（学習活動に即した評価規準）
	
	関心・意欲・態度
	思考・判断
	技能
	知識・理解

	（学習活動に即した評価規準）
単元の評価規準
	①ハードル走の学習に積極的に取り組もうとしている。
②一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとしている。
③健康・安全に留意している。
	①提供された練習方法から自己の課題に応じて動きの習得に適した練習方法を選んでいる。
②提示された動きのポイントやつまづきの事例を参考に仲間の課題や出来映えを伝えている。
	①スタートダッシュから１台目のハードルを勢いよく走りこすことができる。
②遠くから踏み切り、勢いよくハードルを走り越すことができる。
③抜き脚の膝を折りたたんで前に運ぶなどの動作でハードルを越すことができる。
④インターバルを３または５歩でリズミカルに走ることができる。
	①ハードル走は自己の記録に挑戦したり競争したりする楽しさや喜びを味わうことについて言ったり書き出したりしている。
②ハードル走において技術の名称があり、それぞれの技術で動きのポイントがあることについて学習した具体例を挙げている。



７　単元の計画
（１）領域の取り上げ方
	学年
	ハードル走
	走り幅跳び

	第１学年
	８時間
	―

	第２学年
	―
	８時間

	第３学年
	６時間（器械運動と選択）
	６時間（器械運動と選択）


（２）領域の取り上げ方
	学年
	教材
	目指す動き

	第１学年
	ハードル走
	リズミカルな走りから滑らかにハードルを越すこと。

	第２学年
	走り幅跳び
	スピードに乗った助走から素早く踏み切って跳ぶこと。

	第３学年
	ハードル走
	スピードを維持した走りからハードルを低く越すこと。

	
	走り幅跳び
	スピードに乗った助走から力強く踏み切って跳ぶこと。


















８　本時の学習と指導（　5　/　8時）
（1）本時のねらい　　遠くから踏み切り、勢いよくハードルを走り越すことができるようにする。【技能】
（2）準備　　　　　　ハードル・ストップウォッチ・スターティングブロック・マーカー3色
（3）展開
	段階
	学習内容・活動
	指導上の留意点　（○…指導内容　◆…評価規準　）

	導　　

入

10

分
	１　用具の準備
２　挨拶・出欠確認・健康観察
３　前回の振り返り
４　準備運動
５　感覚つくりの運動　（20秒×3種目）
・ももあげ（ミニハードル）
・ラダー（１マス１歩）・ギャロップジャンプ　
	○体育委員を中心として仲間と協力し、すばやく準備させる。
○健康観察を行い、健康状態を把握する。
○体育委員の号令で、元気よく挨拶をさせる。
○見学・欠席者の確認をし、活動の指示をする。
○各部位の適切な動きができるように声をかける。
○正確に大きな動きで活動を行わせる。

	　　　　　　　







展　






　開




30
分
	６　本時のねらいの確認

遠くから踏み切り、勢いよくハードルを走り越こそう。


７　課題練習（ペアと確認作業）
（1）2・3台目のハードルの練習
（2）4・5台目のハードルの練習
・ペアに踏み切った位置やハードリングにつ
いて気が付いたことをアドバイスする。
・ペアの動きを横からみて、最高到達点が図の
ように跳べているか確認をする。
・３色のマーカーで、遠くの位置にあるピンクのマーカーから踏み切れるようにスピードに乗った状態で踏み切らせる。
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[image: ]


【活動エリア】
[image: ]






（3）タイム測定
・効率よくタイム測定ができるようにする。
	○本時のねらいに迫る発問をし、生徒が見通しをもち主体的に活動できるように促す。


○素早く活動場所に分かれて、元気よく行わせる。
〇生徒が自信を持って練習できるような声掛けを行う。
○ペアで具体的なアドバイスをできるように声掛けや掲示物を活用させる。
[image: ]



（ハードルクリアランス局面）
○自分で決めた歩数で遠くから踏み切っているか確認させる。
○ハードル上では振り上げ脚が伸びているか確認する。
○抜き足の膝を折りたたんで前に運ぶ動作ができているか確認する。
◆遠くから踏み切り、勢いよくハードルを走り越すことができるように
する。【技能】


△努力を要すると判断される状況（C）の生徒への指導の手立て
・資料を活用し、ハードルを越える際の具体的なポイントを確認させる。
・３歩ではなく５歩で挑戦させる。
◎十分に満足できると判断できる状況（A）の生徒の具体的な姿
・スピードを落とさずに、勢いよくハードルを走り越せている。








○良い動きやフォームで走って知る生徒や、しっかりアドバイスできている生徒を称賛する。
○倒れたり、ずれたりしたハードルがある場合近く人いる人が素早く正しい位置に直す。
○自分の決められたレーンの生徒のタイムを正しく計測できるようにする。

	整

理　

10分
	８   用具の片付け
９　 集合・健康観察
10　 整理運動
11　 学習の振り返り・まとめ
12　 次回予告を行う
13　 挨拶・解散
	〇全体で協力して安全に片づけをさせる。
○ケガや体調不良の確認を行う。
○リラックスした状態で各部位を伸ばすように指示する。
〇学習カードにねらいに正対した振り返りを記入させる。
〇数名の生徒に、本時の反省を発表させる、よい意見を参考にし、
全体で共有させる。
〇次回予告をし、見通しを持たせる。
〇大きな声で元気よく挨拶をさせる。



ハードル走は好きですか？	




好き	どちらかというと好き	どちらかというと好きいうと嫌い	嫌い	10	15	20	12	
体育の授業は好きですか？	




好き	どちらかというと好き	どちらかというと好き嫌い	嫌い	37	10	5	3	
ハードル走の授業で何を身に付けたいですか？	




スタートダッシュ	ハードルを越える動作	インターバルの走り	その他	48	57	55	12	
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